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１．2024 年度 KECA 活動の状況と今後の見通しについて     理事長 眞砂 文夫

  ４年続いたコロナ感染の脅威から５類移行以後徐々に解放され、２０２４年は５年ぶりに外向きの環境活動
が解放された。その皮切りが５月の定時総会でした。
総会の中で、２０２０年から取り組んできた中期計画「組織改革」の実行期間と位置づけは
① 新規受託事業の獲得を目指し神奈川県内の県を始め自治体への直接訪問。

② ２０２３年５月事務所の移転縮小と活動経費の圧縮実績の検証。

③ KECAミッションの見直しと本部役員業務の明解化・役員数の見直し

の３本柱で進めてきました。

（１）「活動の結果=中間報告」
① については、2023 年度からの 2 年間を自治体へ環境カウンセラー登録の促進と KECA 会員の活用を促すべ
く、上席理事(理事長・副理事長の三役が直接県内の市町村を回る計画を立てて活動しました。お陰様で２０２４
年１１月まで県内 19 の市役所への直接面談と神奈川県環境農政部への２度目の訪問を終え、新たな受託事業の
兆しが出てきました。
② については、２０２３年５月事務所の狭小化と２０２３年度の経費圧縮の成果を確認し、２０２４年度から
会員会費の減額と財源の戦略的活用を目指し、支出基準の見直しも図りました。

また、会員の減少に合わせて肥大化していた組織の簡素化を図り、「会員のもつ固有のテーマの尊重」を元に、
少人数でもコミュニケーションの維持とサポートができる体制と仕組みに移行しました。
③ については、NPO設立時掲げた KECAミッションの全体像を見なおし、「現在の環境保全環境にあつた環境

課題の明確化」と「会員個人の持つ固有のニーズ・テーマにあった取り組み方とサポートシステムの構築」

を進めてきました。

また、２０２５年の総会を機会に本部役員・本部スタッフ体制も大幅に見直す準備をしております。

「事業活動の成果=中間報告」
(1)受託事業の面では、当初予定していた自治体からのお問合せ・協業依頼が７件あり、新規事業にかかわる延べ

動員数９２２名、新規受託額も８３２,０００円に達しました。
(2)経費面でも支出の底堅さがでてきましたので、会費の減額に加えて「繰り越し正味財産を活用した投資」にも

目を向けて会員からの要望に対しても応えられる仕組みづくりを検討しております。
(3)活動面では NPO としての活動が「世の中のニーズに合っているか」「私たち組織と個人の強み、あるいは弱
みを認識して活動に活かされているか」「掲げているミッションが会員のひとりひとりが心の底から信じて活動
できるものか」の３点で見直しをかけて新たな取り組みの為の「取り組み範囲の絞り込み」と「活動テーマに合
わせたパートナー会員の選択可能な仕組みづくり」を具体的に進めています。
現在運用中の仕組みは環境省に登録している「会員別得意分野と活動履歴書」に加えて「会員別自己紹介シート」
を KECA 固有のデーターベースを構築。プロバイダーの力を借りて会員相互の活発な利活用を進めております。

（２）「2025 年の方針=今後の見通し」
２０２５年に向けての準備は年が明けると始まります。基本的な方針は今年度と大きくは変わりませんが、進め
る内容はさらに吟味を加えて検討してまいります。
① 新たな受託事業の取組み
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  昨年声をかけていただいた横浜市役所との市民向け環境啓発の新たな取り組みが始まります。また、企業か
ら環境マネジメント推進者の養成、県内自治体からの出前授業・イベント支援の養成にも応えていくことになり
ます。
② 戦略投資

「会員のこれをやりたい」に応えて戦略的に投資していくテーマを決めて進めていきます。
③ 新たな視点からの活動

「KECA の一人ひとりが人と自然が調和して生きられる社会づくりを目指して社会(世の中)の変化を先取りし、
生物多様性の回復や地球温暖化防止、自然災害抑止などの活動にきめ細かな対応を指導・助言できる集団の一員
として行動する」を新たなミッションといたしました。新ミッションに沿い、組織・個人の具体的な活動計画の
立案推進をすることにいたします。
④ 2025年本部役員・本部スタッフ体制

2025 年度は本部業務に特化した本部役員・本部スタッフ体制を構築します。現在の会員数に習い、役員数の削減
と合わせての定款変更・業務の見直しも時間をかけて検討してきました。 今年度末にはその姿を明確にします。
ご理解とご協力をお願いします。

２．【会員投稿】「KECA の足元を固める」

  ～会員個人の持つ固有のニーズ・テーマの把握とそのサポート体制（案）について～

                           事務局長 河野健三

はじめに  KECA の事業は環境教育と環境経営で長年受け継がれてきましたが、2025 年度はあらためて

会員の皆様一人ひとりの活動へ目を向けた KECA の活動計画をつくることになります。

・前掲の理事長方針を受け、５月の総会へ向けて進めていきますので宜しくお願い致します。

・５月の総会は 5 月 17 日（土）に KECA 事務所のある横浜ワールドポーターズで開催を予定し

ています。総会では新しい役員の方が誕生し、新しい KECA の活動が始まります。

   （１）「会員としてこれをやりたい」という活動テーマを教えて下さい。

  会員の皆様は一人ひとり、「自分としてはこれをやりたい」という固有のニーズ・テーマを

お持ちです。会員の皆様からは会員別自己紹介シートを頂いており、会員別得意分野と活動履歴

書もあります。これらを思い返していただき、あらためて現時点で「会員としてこれをやりたい」

という活動テーマを教えて下さい。

（２）活動テーマに合わせてそのサポート体制として、協力していただける会員が選択可能な仕組み

をつくります。活動テーマの全体像に沿い、そのジャンル分けをして、既存事業とのコラボ、新

規事業の開発等のお手伝いをします。                                             以上
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３．KECA 会員の活動事例                            中村城治

この原稿は、鎌倉市「大平山丸山町内会」の「お知らせ2025年1月号」に投稿した原稿です。

環境カウンセラーの活動として、KECAの委員会活動とは全く無関係に活動をしている会員もいる

ということを理解して頂きたく、今回 KECAニュースの誌上をお借りして紹介します。

================================================================

■ 「住環境を守る委員会」の活動について

大平山丸山町内会の専門組織として「住環境を守る委員会」があり、昨年から委員長を拝命した

2E の中村と申します。当町内会の住民協定は 2003 年に制定され、以来 21 年の歴史があります。また

1997 年の自主まちづくり計画の申請～2017 年の一部地区の地区計画制定を経て、２０１９年に地区計

画が拡大され、町内会のエリア全体をカバーするとともに、住民協定のエ

リアとも合致させることができました。1997 年の町づくり計画申請か

ら 27 年間、継続的に町内会エリアの住環境の向上に尽くされました諸先

輩の努力に対し、深甚なる感謝を申し上げたいと思います。

町内会全域の「地区計画」制定後は、長年の課題であった一区間の宅地の

細分化開発阻止が、165m2 を最低面積とする条例化により歯止めがか

かり、それ以降の「住民協定」活動の主体が良好な住環境の維持・向上に

シフトしてまいりました。

年間に約 15～２５件程度受付ける、町内会全域の新築案件に対する「住

民協定」の確認作業においても、「専用住宅」であることの

確認以外に、「特殊な住宅設備」等の「良好な住環境」に関する確認項目

のウエイトが増加

しています。最近は「ウェル・ビーイング」という

言葉が WHO で提言され、「良好な」「安全な」「健

康な」というキーワードで包括されますが、町内会

の「良好な住環境」という括りでは、「安全・安

心・健康」という活動が重点的になると思われま

す。

代表的な事例では、高齢者や幼児の

「バリアフリー」な移動の為の活動

や、バイオマスストーブの適正使用の

周知活動等が挙げられます。

町内会の専門組織は、諸先輩から引き

継いだ「継続による蓄積」が必要な組織です。今後とも町内会活動の一翼を担って、「良好な住環境」の維

持の為の活動を行ってまいりますので、宜しく御支援を頂きたく、お願い申し上げます。     以上
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４．｢令和６年度ひらつかエコモード内部環境監査員研修｣実施報告     守谷 喜芳

平塚市環境マネジメントシステムに基づき実施する環境監査において、各部署が行う「環境活動」の成

果及び「環境法令順守」の状況を客観的に評価するとともに、今後の環境配慮活動のための指導・助言を

行う「内部環境監査員」育成のための研修を行いました。

県内市役所環境対策課への訪問を本部 3役で巡回しましたが、平塚市役所の環境マネジメントを担当され

ている方からお電話があり「平塚市独自に取り組んでいるマネジメントシステムの内部監査員の養成を考

えているので、監査員の指導に力を貸して欲しい・・具体的には研修をして欲しい」との相談があり、受諾

することになりました。

令和６年１０月３日１３時から１６時３０分 平塚市役所会議室 参加者１８人

講師は、会員の守谷喜芳・森田 守・志賀清隆

研修の内容

(1) 環境内部監査の考え方、環境法令管理の考え方の説明

(2) 環境活動及び環境法令順守状況の内部監査を想定した演習

（3）内部監査員研修 理解度テスト

    

内部監査を想定した演習の内容は、演習テキストで６ケースについて内部監査を実施しました。参加者を

３人一組に分けて、グループ毎に６ケースの回答を作成して、各グループがケース１つだけについて、内部

監査の報告をした後に、他グループが、報告グループの内部監査結果の評価をしました。講師から回答の提

示と、それぞれの各グループへコメントを行いました。                    以上

５．大磯町環境フェア―「宝の山祭」参加報告

大竹 順之（実施者：大野昌美、千葉雅子、眞砂文夫、大竹 順之）
大磯町が、「資源循環・食品ロス・エネルギー・自然環境」をテーマに、環境フェアを開催すると聞いて、大野

会員が以前から工夫・作成・展示している不要品を活かした「遊べる玩具」、つまり「リユース工作物」を展示す
ることとしました。

フェア当日は、大磯町美化センターにある「室内競技場」に、トヨタ、東京ガス、パナソニックなど６企業、
環境関連の一般社団法人、下水道公社、PTA、地元環境活動グループ、生協などと共に、ＫＥＣＡも同じ大きさ
のブースを作りました。KECA の展示は、ペットボトル利用の浮沈子・けん玉・ミニ空気砲・トルネード、カッ
プ麺のあき箱を使った河童の屁・蝉しぐれ、空き缶の戻り缶・河童の手、バードコール等々。牛乳パックの底に
糸を通して回転させて遊ぶ「ぶんぶん独楽」は、来場者に進呈しました。ブースに注目させるため、ペットボト
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ルを組み合わせて緑色の水を動力なしに噴き出す「ヘロンの噴水」も展示しました。
来場者数は、大磯町の予定を上回り、交通の便の悪い場所にも関わらず、６３７人を記録しました。子供連れ

の来場者も多く、工作物の不思議さ、面白さを実感されたと思います。室内だけでなく、周辺屋外や美化センタ
ー内の各所に、ＰＨＥＶ車展示、大磯町ごみの４Ｒ推進ポスター展などがありました。
展示内容は好評で、大磯町から、出典への感謝のメールを頂きました。

       

KECA の展示ブース                      展示したリユース工作物

【編集後記】

かけがえのない地球を未来の世代に受け渡すため

に、当協議会は環境保全と世界平和を願い、環境活動

を継続してまいります。
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